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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
アクリル系樹脂を含み、１２０℃で１．５時間加熱後の加熱減量が１．５％以下で且つ体
積平均粒径の２倍以上の粒径を有する大径粒子の含有量が１．０体積％以下であることを
特徴とする架橋アクリル系樹脂粒子。
【請求項２】
体積平均粒径が５０μｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載の架橋アクリル系樹
脂粒子。
【請求項３】
多孔質であることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の架橋アクリル系樹脂粒子。
【請求項４】
アクリル系樹脂は、複数個の（メタ）アクリロイル基を有するアクリル系多官能性モノマ
ーによって架橋されており、上記アクリル系多官能性モノマーは、脱水エステル化法によ
る生成物であって且つ蒸留によって精製されていることを特徴とする請求項１～３の何れ
か１項に記載の架橋アクリル系樹脂粒子。
【請求項５】
アクリル系モノマー及び多官能性モノマーを含む原料モノマーを第一温度領域にて重合さ
せた後に上記第一温度領域よりも高い第二温度領域にて更に重合させて架橋アクリル系樹
脂粒子を製造する重合工程と、上記重合工程で得られた上記架橋アクリル系樹脂粒子を真
空度０．０３～０．０８ＭＰａで且つ３０～９０℃の条件下にて乾燥させる乾燥工程と、
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上記乾燥工程で乾燥された上記架橋アクリル系樹脂粒子を相対湿度が３０％以下の雰囲気
下において風力分級によって体積平均粒径の２倍以上の粒径を有する大径粒子の含有量が
１．０体積％以下となるように分級する分級工程とを含むことを特徴とする架橋アクリル
系樹脂粒子の製造方法。
【請求項６】
多官能性モノマーは、複数個の（メタ）アクリロイル基を有するアクリル系多官能性モノ
マーを含み、上記アクリル系多官能性モノマーは、脱水エステル化法による生成物であっ
て且つ蒸留によって精製されていることを特徴とする請求項５に記載の架橋アクリル系樹
脂粒子の製造方法。
【請求項７】
第一温度領域が３０℃以上且つ８０℃未満であると共に、第二温度領域が８０～１２０℃
であることを特徴とする請求項５に記載の架橋アクリル系樹脂粒子の製造方法。
【請求項８】
バインダー樹脂と、請求項１～４の何れか１項に記載の架橋アクリル系樹脂粒子とを含む
ことを特徴とする樹脂組成物。
【請求項９】
請求項８に記載の樹脂組成物を透明フィルム基材上に塗工してなることを特徴とする光学
フィルム。
【請求項１０】
防眩用であることを特徴とする請求項９に記載の光学フィルム。
【請求項１１】
請求項１～４の何れか１項に記載の架橋アクリル系樹脂粒子が、水蒸気透過度が５０ｇ／
ｍ2・２４時間以下である包装材料で密封されてなることを特徴とする包装物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、架橋アクリル系樹脂粒子及びその製造方法、樹脂組成物並びに包装物品に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　懸濁重合法やシード重合法により製造された樹脂粒子は、塗料の艶消し剤、化粧品の滑
剤、樹脂の物性を改良するための添加剤、光拡散剤などとして無機粒子に代わって広範な
分野で利用されている。
【０００３】
　一般的に懸濁重合法やシード重合法によって得られた樹脂粒子は、塗料などに含有させ
て用いられた場合には、樹脂粒子が塗膜表面に凹凸を形成し、塗膜表面の艶消し効果又は
塗膜に光拡散性を付与している。
【０００４】
　特に、架橋アクリル酸系樹脂粒子は耐候性及び透明性に優れるために広く使用されてい
る。その際、粒子が平均径よりも極端に大きすぎるもの、即ち、粗大粒子が存在した場合
には、塗工表面上のブツの原因となり、外観低下を起こす上、塗工表面からこぼれ落ち易
くなるため塗工表面の耐傷付性能が劣る場合がある。
【０００５】
　又、粒子中の揮発分、即ち、水分又は残存モノマーが多く存在することで、塗工用樹脂
、又は溶剤との馴染みが悪くなり凝集を引き起こしたり、塗工工程の乾燥時に揮発するた
めに、表面にムラなどが生じた結果、塗膜表面の傷付き性能低下が生じてしまう課題があ
る。
【０００６】
　特許文献１には、合成樹脂粒子を水系分散媒体中に分散させてなる懸濁液を脱水して得
られたウエットケーキを洗浄した上で攪拌しながら、乾燥温度を６０～９０℃に設定して
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ウエットケーキを乾燥させて該ウエットケーキの水分量が０．２～５．０重量％となるま
で一次乾燥させた後、乾燥温度を１００～１４０℃に設定して１～７ｋＰａの減圧下にて
合成樹脂粒子の温度が乾燥温度よりも３℃以上低い温度となるように調整しながら二次乾
燥させる合成樹脂粒子の製造方法が開示されている。
【０００７】
　又、特許文献２には、紫外線硬化樹脂と、溶剤と、重量平均粒径１μｍ以上の透光性微
粒子とを含む塗布液であって、前記透光性微粒子の含水率が０．１～０．８質量％である
塗布液が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００６－０７７０４７号公報
【特許文献２】特開２０１２－２１５８６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記合成樹脂粒子は乾燥時に水分、残存モノマーは低減出来ているもの
の、粗大粒子を低減する工程にて、雰囲気中の水分を吸収し、揮発分が増加してしまい、
この樹脂粒子を含む樹脂組成物及び塗布液を基材上に塗工して塗膜を形成した場合、塗膜
中で樹脂粒子が凝集したり、乾燥工程で揮発分によりムラが生じて塗膜の耐傷付き性が低
下するという問題点を有している。
【００１０】
　本発明は、塗料中に含有させて用いられ外観及び耐傷付き性に優れた塗膜を形成するこ
とができる架橋アクリル系樹脂粒子及びその製造方法、架橋アクリル系樹脂粒子を用いた
樹脂組成物並びに包装物品を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の架橋アクリル系樹脂粒子は、アクリル系樹脂を含み、１２０℃で１．５時間加
熱後の加熱減量が１．５％以下で且つ体積平均粒径の２倍以上の粒径を有する大径粒子の
含有量が１．０体積％以下であることを特徴とする。
【００１２】
　本発明の架橋アクリル系樹脂粒子に含まれているアクリル系樹脂は、アクリル系モノマ
ーを含む原料モノマーを重合させてなり、アクリル系モノマー及び多官能性モノマーを含
む原料モノマーを重合させてなることが好ましい。架橋アクリル系樹脂粒子に含まれてい
るアクリル系樹脂は、多官能性モノマーによって架橋されていることが好ましい。アクリ
ル系モノマーとしては、特に限定されず、例えば、アクリル酸、メチルアクリレート、エ
チルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、イソブチルアクリレート、ｔ－ブチルアク
リレート、ドデシルアクリレート、ステアリルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリ
レート、テトラヒドロフルフリルアクリレート、メタクリル酸、メチルメタクリレート、
エチルメタクリレート、プロピルメタクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、イソブチ
ルメタクリレート、ｔ－ブチルメタクリレート、ｎ－オクチルメタクリレート、ドデシル
メタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、ステアリルメタクリレートなどが
挙げられ、粒度分布内での粒子強度のばらつきが小さい架橋アクリル系樹脂粒子を得るこ
とができることから、メチルメタクリレートが好ましい。なお、アクリル系モノマーは、
単独で用いられても二種以上が併用されてもよい。
【００１３】
　多官能性モノマーとしては、例えば、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレー
ト、エチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アク
リレート、トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、デカエチレングリコールジ
（メタ）アクリレート、ペンタデカエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタ
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コンタヘクタエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ
（メタ）アクリレート、１，３－ブチレンジ（メタ）アクリレート、アリル（メタ）アク
リレートなどのアクリル系多官能性モノマー、ジビニルベンゼン、ジビニルナフタレン又
はこれらの誘導体などの芳香族ジビニル化合物などが挙げられ、粒度分布内での粒子強度
のばらつきが小さい架橋アクリル系樹脂粒子を得ることができることから、アクリル系多
官能性モノマーが好ましく、複数個の（メタ）アクリロイル基を有するアクリル系多官能
性モノマーが好ましい。なお、多官能性モノマーは、単独で用いられても二種以上が併用
されてもよい。本発明において、（メタ）アクリレートは、アクリレート又はメタクリレ
ートを意味する。本発明において、（メタ）アクリロイル基は、アクリロイル基又はメタ
クリロイル基を意味する。
【００１４】
　アクリル系多官能性モノマーとしては、その製造方法は特に限定されず、例えば、脱水
エステル化法（Ａ）により生成されたアクリル系多官能性モノマー及びエステル交換法（
Ｂ）により生成されたアクリル系多官能性モノマーが挙げられ、脱水エステル化法（Ａ）
により生成されたアクリル系多官能性モノマーが好ましい。
【００１５】
　脱水エステル化法（Ａ）は、原料アルコール、（メタ）アクリル酸及び酸性触媒を溶媒
中に供給し、原料アルコールと（メタ）アクリル酸とをエステル反応させ、中和、水洗を
経て、水及び溶媒を系外に除去してアクリル系多官能性モノマーを製造する方法をいう。
なお、（メタ）アクリル酸は、アクリル酸又はメタクリル酸を意味する。
【００１６】
　原料アルコールとしては、トリメチロールプロパン、エチレングリコール、ジエチレン
グリコール、トリエチレングリコール、デカエチレングリコール、ペンタデカエチレング
リコール、ペンタコンタヘクタエチレングリコール、ペンタエリスリトール、１，３－ブ
タンジオール、アリルアルコールなどが挙げられ、エチレングリコールが好ましい。
【００１７】
　酸性触媒としては、例えば、濃硫酸、パラトルエンスルホン酸などのスルホン酸系触媒
などが挙げられる。溶媒としては、例えば、ベンゼン、トルエン、キシレンなどの芳香族
炭化水素系溶媒などが挙げられる。
【００１８】
　エステル交換法（Ｂ）は、原料アルコールと低級（メタ）アクリル酸エステルとを中性
触媒を用いて反応させてアクリル系多官能性モノマーを製造する方法をいう。生成される
アルコールは系外に除去される。なお、原料アルコールは、脱水エステル化法（Ａ）と同
様のアルコールが用いることができるので説明を省略する。中性触媒としては、特に限定
されず、例えば、水酸化リチウム、水酸化リチウム一水化物、リチウムメトキシド、水素
化リチウム、酢酸リチウム、リチウムアミドなどが挙げられる。
【００１９】
　エステル交換法（Ｂ）において、原料アルコールと低級（メタ）アクリル酸エステルと
のエステル交換反応は平衡反応であるため、通常の合成条件では未反応の原料アルコール
が、得られるアクリル系多官能性モノマー中に１～３重量％程度残存してしまうことがあ
る。又、未反応の原料アルコールの沸点と、得られたアクリル系多官能性モノマーの沸点
とが近いため、未反応の原料アルコールのみを系外に除去することが難しい場合がある。
【００２０】
　従って、アクリル系多官能性モノマーとしては、原料アルコールなどの揮発物質の含有
量が少ない脱水エステル化法（Ａ）で生成されたアクリル系多官能性モノマーが好ましく
、更に、蒸留によって、残存している（メタ）アクリル酸及び酸性触媒などの除去により
精製されたアクリル系多官能性モノマーがより好ましい。このように揮発物質及び不純物
の含有量が少ないアクリル系多官能性モノマーを含む原料モノマーを重合させて得られた
架橋アクリル系樹脂粒子は、揮発物質及び不純物の含有量が少ない。例えば、架橋アクリ
ル系樹脂粒子とバインダー樹脂とを含む樹脂組成物を塗工面上に塗工して塗工膜を形成し
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、この塗工膜を乾燥して塗膜を形成する場合において、架橋アクリル系樹脂粒子中に含ま
れている揮発物質及び不純物に起因した気泡が塗膜中に生じることは殆どなく、又、溶剤
との馴染みも良好であるため、塗工面との密着性、外観及び耐傷付き性に優れた塗膜を得
ることができる。
【００２１】
　原料モノマー中の多官能性モノマーの含有量は、粒度分布内での粒子強度のばらつきが
小さい架橋アクリル系樹脂粒子を得ることができることから、アクリル系モノマー１００
重量部に対して１～１００重量部が好ましく、５～８０重量部がより好ましく、２０～５
０重量部が特に好ましい。
【００２２】
　原料モノマー中には、アクリル系モノマーと共重合可能なモノマーが含有されていても
よい。このようなモノマーとしては、特に限定されず、例えば、スチレン、ｏ－メチルス
チレン、ｍ－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレン、α－メチルスチレン、塩化ビニル、
酢酸ビニル、アクリロニトリル、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－ビニルピロリ
ドンなどが挙げられる。これらモノマーは、単独で用いられても二種以上が併用されても
よい。
【００２３】
　本発明の架橋アクリル系樹脂粒子は、バインダー樹脂と混合することによって樹脂組成
物を構成し、この樹脂組成物を基材などの任意の塗工面に塗工し乾燥させることによって
塗膜を形成することができる。
【００２４】
　発明者らは、得られた塗膜の耐傷付き性について鋭意検討したところ、架橋アクリル系
樹脂粒子中に含まれている残存モノマー及び水分などの揮発分の量が多いと、樹脂組成物
中のバインダー樹脂や、必要に応じて混合される溶媒との馴染み性が低下し、架橋アクリ
ル系樹脂粒子同士が凝集し、バインダー樹脂中における分散性が低下することを見出した
。
【００２５】
　更に、発明者らは、樹脂組成物を塗工面に塗工した後、この塗工膜を乾燥させる乾燥工
程において、架橋アクリル系樹脂粒子中に含まれている残存モノマー及び水分などの揮発
分が架橋アクリル系樹脂粒子から放出され、この放出された残存モノマー及び水分などの
揮発分が原因となって塗膜中に気泡が生じ、この気泡が存在している部分は、バインダー
樹脂の量が少なくなると共にバインダー樹脂と架橋アクリル系樹脂粒子との密着性が低下
するために、塗膜の耐傷付き性が低下すると共に、気泡の存在によって架橋アクリル系樹
脂粒子同士の凝集を助長させることを見出した。
【００２６】
　即ち、本発明の架橋アクリル系樹脂粒子は、１２０℃で１．５時間加熱後の加熱減量（
以下、単に「加熱減量」ということがある）を１．５％以下に限定し、好ましくは１．０
％以下とすることによって、架橋アクリル系樹脂粒子中に含有されている残存モノマー及
び水分などの揮発分の総量を減少させることができる。残存モノマー及び水分などの揮発
分の総量を減少させることによって、バインダー樹脂及び溶媒との馴染み性を向上させて
バインダー樹脂中における架橋アクリル系樹脂粒子の分散性を向上させていると共に、架
橋アクリル系樹脂粒子から塗工膜中に放出される残存モノマー及び水分などの揮発分の量
を抑制し、塗膜中に気泡が生成するのを略防止し、バインダー樹脂と架橋アクリル系樹脂
粒子との密着性を向上させ且つ架橋アクリル系樹脂粒子同士の凝集を略防止しており、よ
って、本発明のアクリル系樹脂粒子によれば、優れた耐傷付き性を有する塗膜を形成する
ことができる。
【００２７】
　なお、アクリル系樹脂粒子の加熱減量は下記の要領で測定された値をいう。アクリル系
樹脂粒子を恒量にした１００ｃｍ3のビーカー（Ｗ3）に９～１０ｇを量り取り、試料とビ
ーカーの重量（Ｗ1）を０．１ｍｇの位まで読む。採取した試料入りのビーカーを１２０
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℃にて１．５時間に亘って放置した後、ビーカーを取り出し、シリカゲルを入れたデシケ
ーター中で３０分静置後の重量（Ｗ2）を測定する。測定は試験室気温２３℃～２７℃の
環境下で測定を実施し、下記式に基づいてアクリル系樹脂粒子の加熱減量を算出する。
　加熱減量（％）＝１００×（Ｗ1－Ｗ2）／（Ｗ1－Ｗ3）
　　　　　Ｗ1：加熱前の試料とビーカーの総重量（ｇ）
　　　　　Ｗ2：加熱後の試料とビーカーの総重量（ｇ）
　　　　　Ｗ3：ビーカーの重量（ｇ）
【００２８】
　又、本発明の架橋アクリル系樹脂粒子は、その体積平均粒径の２倍以上の粒径を有する
粒子（大径粒子）の含有量が１．０体積％以下である。このように、本発明の架橋アクリ
ル系樹脂粒子は、体積平均粒径の２倍以上の粒径を有する粒子（大径粒子）の含有量が１
．０体積％以下に限定され、好ましくは０．５体積％以下とされている。
【００２９】
　このように、架橋アクリル系樹脂粒子中に含まれている大径粒子の含有量を所定量以下
に限定することによって、架橋アクリル系樹脂粒子中を含む樹脂組成物から形成された塗
膜の表面に大径粒子が突出するのを概ね抑制して塗膜の外観を良好なものとすることがで
きる。更に、塗膜表面から大径粒子が脱落するのを防止して、塗膜の耐傷付き性の向上を
図っている。
【００３０】
　架橋アクリル系樹脂粒子の体積平均粒径は、架橋アクリル系樹脂粒子中を含む樹脂組成
物から形成された塗膜の外観及び塗膜の耐傷付き性が向上するので、５０μｍ以下が好ま
しく、架橋アクリル系樹脂粒子の凝集をより防止することができ、塗膜の外観及び耐傷付
き性がより向上するので、３～３０μｍがより好ましく、５～２０μｍが特に好ましい。
【００３１】
　アクリル系樹脂粒子の体積平均粒径は、コールターマルチサイザーIII（ベックマン・
コールター社製測定装置）により測定する。測定は、ベックマン・コールター社発行のＭ
ｕｌｔｉｓｉｚｅｒTM ３ユーザーズマニュアルに従って校正されたアパチャーを用いて
実施するものとする。
【００３２】
　なお、測定に用いるアパチャーの選択は、測定する樹脂粒子の想定の体積平均粒径が１
μｍ以上１０μｍ以下の場合は５０μｍのサイズを有するアパチャーを選択し、測定する
樹脂粒子の想定の体積平均粒径が１０μｍより大きく３０μｍ以下の場合は１００μｍの
サイズを有するアパチャーを選択し、樹脂粒子の想定の体積平均粒径が３０μｍより大き
く９０μｍ以下の場合は２８０μｍのサイズを有するアパチャーを選択するなど、適宜行
う。測定後の体積平均粒径が想定の体積平均粒径と異なった場合は、適正なサイズを有す
るアパチャーに変更して、再度測定を行う。　
【００３３】
　又、５０μｍのサイズを有するアパチャーを選択した場合、Ｃｕｒｒｅｎｔ（アパチャ
ー電流）は－８００、Ｇａｉｎ（ゲイン）は４と設定し、１００μｍのサイズを有するア
パチャーを選択した場合、Ｃｕｒｒｅｎｔ（アパチャー電流）は－１６００、Ｇａｉｎ（
ゲイン）は２と設定し、２８０μｍおよび４００μｍのサイズを有するアパチャーを選択
した場合、Ｃｕｒｒｅｎｔ（アパチャー電流）は－３２００、Ｇａｉｎ（ゲイン）は１と
設定する。
【００３４】
　測定用試料としては、架橋アクリル系樹脂粒子０．１ｇを０．１重量％ノニオン性界面
活性剤水溶液１０ｍＬ中にタッチミキサー（ヤマト科学社製、「ＴＯＵＣＨＭＩＸＥＲ　
ＭＴ－３１」）および超音波洗浄器（ヴェルヴォクリーア社製、「ＵＬＴＲＡＳＯＮＩＣ
　ＣＬＥＡＮＥＲ　ＶＳ－１５０」）を用いて分散させ、分散液としたものを使用する。
コールターマルチサイザーIIIの測定部に、ＩＳＯＴＯＮ（登録商標）ＩＩ（ベックマン
・コールター社製：測定用電解液）を満たしたビーカーをセットし、ビーカー内を緩く攪
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拌しながら、前記分散液を滴下して、コールターマルチサイザーIII本体画面の濃度計の
示度を５～１０％に合わせた後に、測定を開始する。測定中はビーカー内を気泡が入らな
い程度に緩く攪拌しておき、粒子を１０万個測定した時点で測定を終了する。架橋アクリ
ル系樹脂粒子の体積平均粒径は、１０万個の粒子の体積基準の粒度分布における算術平均
である。
【００３５】
　高い艶消し性又はバインダー樹脂との密着性を高めるために多孔質の架橋アクリル系樹
脂粒子が用いられることが好ましい。多孔質の架橋アクリル系樹脂粒子は大きな比表面積
を有するために吸湿性が高く、揮発分が多くなり良好な塗膜が得られない場合があるため
、加熱減量を低いレベルに抑えることは好ましい。
【００３６】
　次に、本発明の架橋アクリル系樹脂粒子の製造方法について説明する。本発明の架橋ア
クリル系樹脂粒子の製造方法は、特に限定されないが、重合によって架橋アクリル系樹脂
粒子を製造した（重合工程）後、架橋アクリル系樹脂粒子を乾燥する乾燥工程、及び、架
橋アクリル系樹脂粒子を分級する分級工程を経て製造されることが好ましい。重合方法と
しては、公知の重合方法であれば特に限定されるものではない。公知の重合法としては、
例えば、塊状重合、乳化重合、ソープフリー乳化重合、シード重合、懸濁重合などの方法
が挙げられる。粒径が１μｍ以上の形状の整った粒子が得られることから、懸濁重合、シ
ード重合が好ましい。
【００３７】
　先ず、重合方法として懸濁重合を採用する場合について説明する。重合工程について説
明する。重合工程では、アクリル系モノマーと多官能性モノマーを含む原料モノマーを水
性媒体中にて重合開始剤の存在下で懸濁重合させて架橋アクリル系樹脂粒子を含有する懸
濁液を得る。懸濁重合は、水性媒体（水相）中に、原料モノマーと重合開始剤とを含む混
合物（油相）の液滴を分散させて原料モノマーを重合させることによって行われる。
【００３８】
　水性媒体としては、特に限定されず、例えば、水、水と水溶性有機媒体（メタノール、
エタノールなどの低級アルコール（炭素数５以下のアルコール））との混合媒体が挙げら
れる。水性媒体の使用量は、架橋アクリル系樹脂粒子の安定化を図るために、原料モノマ
ー１００重量部に対して１００～１０００重量部が好ましい。
【００３９】
　水性媒体中に分散安定剤を含有させてもよい。分散安定剤としては、リン酸カルシウム
、リン酸マグネシウム、リン酸アルミニウム、リン酸亜鉛などのリン酸塩、ピロリン酸カ
ルシウム、ピロリン酸マグネシウム、ピロリン酸アルミニウム、ピロリン酸亜鉛などのピ
ロリン酸塩、炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、水酸化カルシウム、水酸化マグネシウ
ム、水酸化アルミニウム、メタケイ酸カルシウム、硫酸カルシウム、硫酸バリウム、コロ
イダルシリカなどの難水溶性無機化合物、ポリビニルピロリドン、ポリビニルアルコール
のような水溶性高分子などが挙げられる。これらの中でも、酸により分解して水に溶解す
るもの（例えば、炭酸カルシウム、第三リン酸カルシウム、水酸化マグネシウム、ピロリ
ン酸マグネシウム、ピロリン酸カルシウム）を使用すると、重合工程後に、容易に分散安
定剤を除去することが可能となるので好ましい。なお、分散安定剤は、単独で用いられて
も二種以上が併用されてもよい。
【００４０】
　分散安定剤の使用量は、懸濁液の流動性を確保しつつ、懸濁液中における架橋アクリル
系樹脂粒子の分散性に優れていることから、原料モノマー１００重量部に対して０．１～
２０重量部が好ましく、０．５～１０重量部がより好ましい。
【００４１】
　重合開始剤としては、原料モノマーの重合を開始できるものであれば、特に限定されな
いが、１０時間半減期温度が４０～８０℃のもの、例えば、過酸化ベンゾイル、過酸化ラ
ウロイル、ｔ－ブチルパーオキシ２－エチルヘキサノエートなどの有機過酸化物、２，２
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’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス（２－メチルブチロニトリル）、
２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）などのアゾ系ニトリル化合物な
どを用いることが好ましい。重合開始剤は、単独で用いられても二種以上が併用されても
よい。
【００４２】
　重合開始剤の使用量は、原料モノマーの懸濁重合を円滑に開始させることができるので
、原料モノマー１００重量部に対して０．０１～１０重量部が好ましく、０．０１～７重
量部がより好ましく、０．０１～５重量部が特に好ましい。
【００４３】
　懸濁重合時において懸濁液（反応液）をより安定化させるために、水性媒体中に界面活
性剤を含有させてもよい。界面活性剤としては、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面
活性剤、ノニオン性界面活性剤及び両性イオン界面活性剤の何れも用いることができる。
なお、界面活性剤は、単独で用いられても二種以上が併用されてもよい。
【００４４】
　アニオン性界面活性剤としては、例えば、オレイン酸ナトリウム；ヒマシ油カリなどの
脂肪酸油；ラウリル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸アンモニウムなどのアルキル硫酸エス
テル塩；ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウムなどのアルキルベンゼンスルホン酸塩；
アルキルナフタレンスルホン酸塩；アルカンスルホン酸塩；ジオクチルスルホコハク酸ナ
トリウムなどのジアルキルスルホコハク酸塩；アルケニルコハク酸塩（ジカリウム塩）；
アルキルリン酸エステル塩；ナフタレンスルホン酸ホルマリン縮合物；ポリオキシエチレ
ンアルキルフェニルエーテル硫酸エステル塩、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸
ナトリウムなどのポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸塩；ポリオキシエチレンアル
キル硫酸エステル塩などが挙げられる。
【００４５】
　カチオン性界面活性剤としては、例えば、ラウリルアミンアセテート、ステアリルアミ
ンアセテートなどのアルキルアミン塩；ラウリルトリメチルアンモニウムクロライドなど
の第四級アンモニウム塩などが挙げられる。
【００４６】
　ノニオン性界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリ
オキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エステル、ソルビ
タン脂肪酸エステル、ポリオキシソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンアルキ
ルアミン、グリセリン脂肪酸エステル、オキシエチレン－オキシプロピレンブロックポリ
マーなどが挙げられる。
【００４７】
　両性イオン界面活性剤としては、ラウリルジメチルアミンオキサイド、リン酸エステル
系界面活性剤、亜リン酸エステル系界面活性剤などが挙げられる。
【００４８】
　得られる架橋アクリル系樹脂粒子中に残存するモノマー量を低減させるために、重合工
程において、原料モノマーの重合温度を第一温度領域と、第一温度領域よりも高い第二温
度領域とに分け、原料モノマーを第一温度領域にて懸濁重合させた後、原料モノマーを第
二温度領域にて更に懸濁重合させることが好ましい。
【００４９】
　第一温度領域としては、３０℃以上で且つ８０℃未満が好ましく、４０～７０℃がより
好ましい。第二温度領域としては、第一温度領域よりも高い温度である必要があり、６０
～１２０℃が好ましく、８０～１２０℃がより好ましく、９０～１０５℃が特に好ましい
。
【００５０】
　上述のように、原料モノマーの懸濁重合温度を第一温度領域と第二温度領域とに分けて
懸濁重合することによって、低温な第一温度領域において重合開始剤を徐々に分解させな
がら原料モノマーの重合を行い、原料モノマーの重合がある程度進行した上で、第一温度
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領域よりも高い第二温度領域にて原料モノマーの重合速度を上昇させて原料モノマーの重
合を促進することができ、その結果、得られる架橋アクリル系樹脂粒子中に含まれている
残存モノマー量を低減させることができる。
【００５１】
　第一温度領域における原料モノマーの懸濁重合の時間は、原料モノマーの重合を十分に
進行させることができるので、０．１～１５時間が好ましい。第二温度領域における原料
モノマーの懸濁重合の時間は、得られる架橋アクリル系樹脂粒子中の残存モノマー量の低
減を効果的に行うことができるので、０．５～５時間が好ましい。
【００５２】
　次に、重合方法としてシード重合を採用する場合について説明する。先ず、原料モノマ
ーと水性媒体とから構成される乳化液（懸濁液）に種粒子を添加する。乳化液は、公知の
方法により作製できる。例えば、原料モノマーを水性媒体に添加し、ホモジナイザー、超
音波処理機、ナノマイザーなどの微細乳化機により分散させることで乳化液を得ることが
できる。ここでいう水性媒体としては、水、又は、水と有機溶媒（例えば、低級アルコー
ル）との混合物が挙げられる。
【００５３】
　又、別途作製される種粒子の製造方法については、特に限定されず、例えば、乳化重合
、ソープフリー乳化重合又は懸濁重合などの方法を用いることができる。種粒子の粒径の
均一性や製造方法の簡便さを考慮すると、乳化重合又はソープフリー乳化重合法が好まし
い。種粒子の重量平均分子量を、重合開始剤の使用量又は分子量調整剤の添加量によって
調整してもよい。
【００５４】
　原料モノマーには、必要に応じて重合開始剤が含まれていてもよい。重合開始剤は、モ
ノマーに予め混合された後、水性媒体中に分散されてもよいし、両者を別々に水性媒体に
分散されたものが混合されてもよい。得られた乳化液中に存する原料モノマーの液滴の粒
径は、種粒子よりも小さい方が、モノマーが種粒子に効率よく吸収されるので好ましい。
【００５５】
　種粒子は、乳化液に直接添加されてもよく、種粒子が水性媒体に分散された形態（以下
、種粒子分散液という）で添加されてもよい。種粒子が乳化液へ添加された後、原料モノ
マーは種粒子に吸収される。この吸収は、通常、種粒子添加後の乳化液を、室温（２０℃
）で１～１２時間攪拌することにより行うことができる。又、モノマーの吸収を促進する
ために、乳化液は３０～５０℃程度に加温されてもよい。
【００５６】
　種粒子は、モノマーを吸収することにより膨潤する。モノマーと種粒子との混合比率は
、種粒子１重量部に対して原料モノマー５～３００重量部が好ましく、１００～２５０重
量部がより好ましい。原料モノマーの混合比率が小さくなると、重合による粒径の増加は
小さくなり、原料モノマーの混合比率が大きくなると、原料モノマーが完全に種粒子に吸
収されず、水性媒体中で独自に懸濁重合して、異常粒子が生成されることがある。なお、
種粒子による原料モノマー吸収の終了は、光学顕微鏡の観察で粒径の拡大を確認すること
により判定できる。
【００５７】
　必要に応じて添加される重合開始剤としては、特に限定されず、例えば、過酸化ベンゾ
イル、過酸化ラウロイル、オルソクロロ過酸化ベンゾイル、オルソメトキシ過酸化ベンゾ
イル、３，５，５－トリメチルヘキサノイルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオキシ－２
－エチルヘキサノエート、ジ－ｔ－ブチルパーオキサイドなどの有機過酸化物；２，２’
－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル
）、２，２’－アゾビス（２，３－ジメチルブチロニトリル）、２，２’－アゾビス（２
－メチルブチロニトリル）、２，２’－アゾビス（２，３，３－トリメチルブチロニトリ
ル）、２，２’－アゾビス（２－イソプロピルブチロニトリル）、１，１’－アゾビス（
シクロヘキサン－１－カルボニトリル）、２，２’－アゾビス（４－メトキシ－２，４－
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ジメチルバレロニトリル、（２－カルバモイルアゾ）イソブチロニトリル、４，４’－ア
ゾビス（４－シアノバレリン酸）、ジメチル－２，２’－アゾビスイソブチレート等のア
ゾ化合物などが挙げられる。重合開始剤は、原料モノマー１００重量部に対して、０．１
～１．０重量部の範囲で使用されることが好ましい。
【００５８】
　次に、種粒子に吸収された原料モノマーを重合させることにより、アクリル系樹脂粒子
が得られる。重合温度は、原料モノマーや重合開始剤の種類に応じて適宜選択することが
できるが、上述した懸濁重合と同様に、得られる架橋アクリル系樹脂粒子中に残存するモ
ノマー量を低減させるために、重合工程において、原料モノマーの重合温度を第一温度領
域と、第一温度領域よりも高い第二温度領域とに分け、原料モノマーを第一温度領域にて
重合させた後、原料モノマーを第二温度領域にて更に重合させることが好ましい。具体的
には、第一温度領域としては、３０℃以上で且つ８０℃未満が好ましく、４０～７０℃が
より好ましい。第二温度領域としては、第一温度領域よりも高い温度である必要があり、
６０～１２０℃が好ましく、８０～１２０℃がより好ましく、９０～１０５℃が特に好ま
しい。重合は、窒素雰囲気のような重合に対して不活性な不活性ガス雰囲気下で行っても
よい。なお、重合反応は、種粒子に原料モノマー及び任意に用いられる重合開始剤が完全
に吸収された後に、昇温して行われるのが好ましい。
【００５９】
　上記重合工程において、樹脂粒子の分散安定性を向上させるために、高分子分散安定剤
が添加されてもよい。高分子分散安定剤としては、例えば、ポリビニルアルコール、ポリ
カルボン酸、セルロース類（ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシメチルセルロース
等）、ポリビニルピロリドンなどが挙げられる。又、トリポリリン酸ナトリウム等の無機
系水溶性高分子化合物が併用されてもよい。これらの高分子分散安定剤のうち、ポリビニ
ルアルコール、ポリビニルピロリドンが好ましい。高分子分散安定剤の添加量は、原料モ
ノマー１００重量部に対して１～１０重量部が好ましい。
【００６０】
　また、上記重合工程において水系での乳化粒子の発生を抑えるために、亜硝酸塩類、亜
硫酸塩類、ハイドロキノン類、アスコルビン酸類、水溶性ビタミンＢ類、クエン酸、ポリ
フェノール類等の水溶性の重合禁止剤が用いられてもよい。
【００６１】
　上述の重合工程にて得られた懸濁液中から架橋アクリル系樹脂粒子を濾過によって分離
し、水などで洗浄することによって架橋アクリル系樹脂粒子を得る。
【００６２】
　次に、上述のようにして得られた架橋アクリル系樹脂粒子に好ましくは乾燥工程を施す
。架橋アクリル系樹脂粒子に乾燥工程を施すことによって、架橋アクリル系樹脂粒子中に
含まれている残存モノマー及び水分量をより低減することができ、得られる架橋アクリル
系樹脂粒子の加熱減量をより小さくすることができ好ましい。
【００６３】
　架橋アクリル系樹脂粒子の乾燥温度は、架橋アクリル系樹脂粒子中に含まれている残存
モノマー及び水分の量を効果的に低減させることができるので、３０～９０℃が好ましく
、６０～８０℃がより好ましい。
【００６４】
　架橋アクリル系樹脂粒子の乾燥は、架橋アクリル系樹脂粒子中に含まれている残存モノ
マー及び水分の量を効果的に低減させることができるので、減圧下にて行われることが好
ましい。架橋アクリル系樹脂粒子の乾燥時の真空度は、０．０３～０．０９ＭＰａが好ま
しく、０．０５～０．０８ＭＰａがより好ましい。なお、「真空度」とは、大気圧以下の
圧力であって、大気圧との圧力差の絶対値をいう。
【００６５】
　架橋アクリル系樹脂粒子の乾燥時間は、架橋アクリル系樹脂粒子中に含まれている残存
モノマー及び水分の量を効果的に低減させることができるので、３～２４時間が好ましく
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、５～２０時間がより好ましい。
【００６６】
　次に、得られる架橋アクリル系樹脂粒子において、体積平均粒径の２倍以上の粒径を有
する粒子（大径粒子）の含有量が１．０体積％以下となるように、粒径の大きな粒子を分
級によって除去する。
【００６７】
　架橋アクリル系樹脂粒子の分級方法としては、粒径の大きな粒子を分級によって除去す
ることができれば、特に限定されず、例えば、風力分級、スクリーン分級などが挙げられ
、小さな平均粒径を有する架橋アクリル系樹脂粒子を目詰まりを生じさせることなく分級
することができるので、風力分級が好ましい。風力分級とは、空気の流れを利用して粒子
を分級する方法をいう。スクリーン分級とは、スクリーン上に架橋アクリル系樹脂粒子を
供給し、スクリーンを振動させることによって、スクリーン上の架橋アクリル系樹脂粒子
を、スクリーンの網目を通過する粒子と通過しない粒子とに分級する方法をいう。
【００６８】
　風力分級としては、（１）架橋アクリル系樹脂粒子を空気の流れにのせて、架橋アクリ
ル系樹脂粒子をスクリーンに衝突させ、スクリーンの網目を通過する粒子と通過しない粒
子とに分級する方法、（２）架橋アクリル系樹脂粒子を旋回気流の流れにのせて、旋回気
流により架橋アクリル系樹脂粒子に与えられる遠心力と、気流の旋回中心に向かう気流の
流れとの相互作用によって大小二つの粒径のグループに分級する方法が挙げられる。上記
（１）の風力分級を行う装置としては、例えば、ユーグロップ社から商品名「ブロワーシ
フター」、東洋ハイテック社から商品名「ハイボルター」、牧野産業社から商品名「ミク
ロシフター」にて市販されている分級装置が挙げられる。上記（２）の風力分級を行う装
置としては、日清エンジニアリング社から商品名「ターボクラシファイア」、セイシン企
業社から商品名「スペディッククラシファイア」にて市販されている分級装置が挙げられ
る。上記２つの分級方法は、分級するアクリル系樹脂粒子の性状や、目的とする粗大粒子
除去レベルによって使い分けることができる。アクリル系樹脂粒子の付着性が高い場合及
び粗大粒子の除去精度を高めたい場合には（２）の気流分級機を用いることが好ましい。
【００６９】
　上記（１）の風力分級で用いられるスクリーンの目開きは、目詰まりを生じることなく
、粒径の大きな粒子を効率的に分級して除去することができるので、分級する前の架橋ア
クリル系樹脂粒子の体積平均粒径の２～７倍であることが好ましく、３～５倍であること
がより好ましい。
【００７０】
　風力分級は、架橋アクリル系樹脂粒子の加熱減量を小さく維持することができるので、
除湿された空気の雰囲気下にて行われることが好ましく、具体的には、空気の相対湿度が
３０％以下の雰囲気下にて行われることが好ましく、空気の相対湿度が２０％以下の雰囲
気下にて行われることがより好ましい。
【００７１】
　このようにして得られた架橋アクリル系樹脂粒子は、空気中の水分を吸収しないように
、製造後は、湿気を透過しにくい包装材料で密封し包装物品として保存しておくことが好
ましい。湿気を透過しにくい包装材料としては、水蒸気透過度が５０ｇ／ｍ2・２４時間
以下である包装材料が好ましい。このような包装材料としては、例えば、厚みが５０～１
５０μｍの低密度ポリエチレンから構成された袋、合成樹脂フィルムの一面に金属膜が蒸
着された蒸着フィルムから構成された袋、合成樹脂フィルムの一面に金属フィルムが積層
一体化されてなる積層フィルムから構成された袋などが挙げられる。包装材料の透湿度と
しては水蒸気透過度が５０ｇ／ｍ2・２４時間以下が好ましく、３０ｇ／ｍ2・２４時間以
下がより好ましい。水蒸気透過度は、温度４０℃、相対湿度９０％の条件で水蒸気透過率
透過率測定装置（米国、モコン（ＭＯＣＯＮ）社製、「パ－マトラン（登録商標）Ｗ３／
３１）」）を用いてＪＩＳ　Ｋ７１２９（２０００年版）に記載のＢ法（赤外センサー法
）に基づいて測定した。又、２枚の試験片について各々測定を１回ずつ行い、２つの測定
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値の相加平均値を水蒸気透過率の値とする。
【００７２】
　次に、本発明の架橋アクリル系樹脂粒子の使用要領の一例を説明する。上述のようにし
て得られた架橋アクリル系樹脂粒子とバインダー樹脂とを混合することによって樹脂組成
物を作製する。
【００７３】
　樹脂組成物には粘度を調整するために溶媒が含有されていてもよい。溶媒としては、特
に限定されず、例えば、トルエン、メチルエチルケトン、酢酸エチル、アルコールなどが
挙げられる。なお、溶媒は、単独で用いられても二種以上が併用されてもよい。
【００７４】
　樹脂組成物を製造する方法としては、汎用の混合機を用いて、架橋アクリル系樹脂粒子
とバインダー樹脂とを混合すればよい。混合機としては、例えば、押出機などの混練機、
ビーズミル、高圧ホモジナイザーなどが挙げられる。
【００７５】
　バインダー樹脂としては、紫外線硬化性樹脂及び電子線硬化性樹脂などの電離放射線硬
化性樹脂、熱可塑性樹脂、又は、熱硬化性樹脂の何れであってもよい。バインダー樹脂は
、単独で用いられても二種以上が併用されてもよい。熱可塑性樹脂としては、例えば、上
述したアクリル系樹脂、ポリカーボネート、ポリエステル系樹脂、ポリエチレン系樹脂、
ポリプロピレン系樹脂などのポリオレフィン系樹脂、ポリスチレン系樹脂などが挙げられ
、透明性に優れていることから、アクリル系樹脂、ポリカーボネート、ポリエステル系樹
脂、ポリスチレン系樹脂が好ましい。なお、熱可塑性樹脂は、単独で用いられても二種以
上が併用されてもよい。本明細書において、「バインダー樹脂」とは、特に言及しない限
り、バインダー樹脂の原料となるモノマー及びこのモノマーが重合してなるオリゴマーな
ども包含する概念である。
【００７６】
　上記熱硬化性樹脂としては、アクリルポリオールとイソシアネートプレ重合体とからな
る熱硬化型ウレタン樹脂、フェノール樹脂、尿素メラミン樹脂、エポキシ樹脂、不飽和ポ
リエステル樹脂、シリコーン樹脂などが挙げられる。
【００７７】
　上記電離放射線硬化性樹脂としては、多価アルコール多官能（メタ）アクリレートなど
のような多官能（メタ）アクリレート樹脂；ジイソシアネート、多価アルコール、及びヒ
ドロキシ基を有する（メタ）アクリル酸エステルなどから合成されるような多官能ウレタ
ンアクリレート樹脂などが挙げられる。電離放射線硬化性樹脂としては、多官能（メタ）
アクリレート樹脂が好ましく、１分子中に３個以上の（メタ）アクリロイル基を有する多
価アルコール多官能（メタ）アクリレート樹脂がより好ましい。１分子中に３個以上の（
メタ）アクリロイル基を有する多価アルコール多官能（メタ）アクリレート樹脂としては
、具体的には、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロールエタ
ントリ（メタ）アクリレート、１，２，４－シクロヘキサンテトラ（メタ）アクリレート
、ペンタグリセロールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）アクリレ
ート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールトリア
クリレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールテト
ラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリペ
ンタエリスリトールトリアクリレート、トリペンタエリスリトールヘキサアクリレートな
どが挙げられる。電離放射線硬化性樹脂は、単独で用いられても二種以上が併用されても
よい。
【００７８】
　上記電離放射線硬化性樹脂としては、上記以外にも、アクリレート系の官能基を有する
ポリエーテル樹脂、アクリレート系の官能基を有するポリエステル樹脂、アクリレート系
の官能基を有するエポキシ樹脂、アクリレート系の官能基を有するアルキッド樹脂、アク
リレート系の官能基を有するスピロアセタール樹脂、アクリレート系の官能基を有するポ
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リブタジエン樹脂、アクリレート系の官能基を有するポリチオールポリエン樹脂などが挙
げられる。
【００７９】
　上記電離放射線硬化性樹脂のうち紫外線硬化性樹脂を用いる場合には、紫外線硬化性樹
脂に光重合開始剤を加えてバインダー樹脂とする。光重合開始剤は、特に限定されない。
　光重合開始剤としては、例えば、アセトフェノン類、ベンゾイン類、ベンゾフェノン類
、ホスフィンオキシド類、ケタール類、α－ヒドロキシアルキルフェノン類、α－アミノ
アルキルフェノン、アントラキノン類、チオキサントン類、アゾ化合物、過酸化物類（特
開２００１－１３９６６３号公報等に記載）、２，３－ジアルキルジオン化合物類、ジス
ルフィド化合物類、フルオロアミン化合物類、芳香族スルホニウム類、オニウム塩類、ボ
レート塩、活性ハロゲン化合物、α－アシルオキシムエステルなどが挙げられる。
【００８０】
　上記アセトフェノン類としては、例えば、アセトフェノン、２，２－ジエトキシアセト
フェノン、ｐ－ジメチルアセトフェノン、１－ヒドロキシジメチルフェニルケトン、１－
ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－メチル－４－メチルチオ－２－モルフォ
リノプロピオフェノン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルフォリノフ
ェニル）－ブタノンなどが挙げられる。ベンゾイン類としては、例えば、ベンゾイン、ベ
ンゾインベンゾエート、ベンゾインベンゼンスルホン酸エステル、ベンゾイントルエンス
ルホン酸エステル、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾイン
イソプロピルエーテルなどが挙げられる。ベンゾフェノン類としては、例えば、ベンゾフ
ェノン、２，４－ジクロロベンゾフェノン、４，４－ジクロロベンゾフェノン、ｐ－クロ
ロベンゾフェノンなどが挙げられる。ホスフィンオキシド類としては、例えば、２，４，
６－トリメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシドなどが挙げられる。ケタール類
としては、例えば、２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オンなどのベ
ンジルメチルケタール類などが挙げられる。α－ヒドロキシアルキルフェノン類としては
、例えば、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンなどが挙げられる。α－アミノ
アルキルフェノン類としては、例えば、２－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル
］－２－（４－モルホリニル）－１－プロパノンなどが挙げられる。
【００８１】
　市販の光ラジカル重合開始剤としては、ＢＡＳＦジャパン株式会社製の商品名「イルガ
キュア（登録商標）６５１」（２，２－ジメトキシ－１，２－ジフェニルエタン－１－オ
ン）、ＢＡＳＦジャパン株式会社製の商品名「イルガキュア（登録商標）１８４」、ＢＡ
ＳＦジャパン株式会社製の商品名「イルガキュア（登録商標）９０７」（２－メチル－１
－（４－メチルチオフェニル）－２－モルフォリノプロパン－１－オン）などが好ましい
例として挙げられる。
【００８２】
　上記光重合開始剤の使用量は、バインダー樹脂１００重量部に対し０．５～２０重量部
が好ましく、１～１０重量部がより好ましく、１～８重量部が特に好ましい。
【００８３】
　樹脂組成物中におけるバインダー樹脂の含有量は、光拡散性及び光透過性の双方が優れ
た光学材料を製造することができることから、架橋アクリル系樹脂粒子１００重量部に対
して２５～４０００重量部が好ましく、５０～２０００重量部がより好ましい。
【００８４】
　上記樹脂組成物を、基材などの任意の塗工面に塗工して塗工膜を作製し、この塗工膜を
乾燥させた後、必要に応じて塗工膜を硬化させることによって、架橋アクリル系樹脂粒子
を含有する塗膜を形成することができる。なお、塗工面に樹脂組成物を塗工する方法とし
ては、リバースロールコート法、グラビアコート法、ダイコート法、コンマコート法、ス
プレーコート法などの公知の方法を用いることができる。
【００８５】
　基材として透明フィルム基材を用いて、上記樹脂組成物を塗工することで光学フィルム
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を得ることができる。光学フィルムは、防眩フィルムなどとして用いることができる。透
明フィルム基材の材質としては、透明性を有するものであれば、特に限定されるものでは
なく、例えば、ポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル樹脂、トリアセチルセル
ロース樹脂、ポリスチレン樹脂、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、シクロオレフィ
ン系樹脂などが挙げられる。透明フィルム基材の厚みは５～３００μｍであることが好ま
しい。透明フィルム基材の厚みが５μｍより薄い場合には、塗工、印刷、二次加工時の透
明フィルム基材の取り扱いが困難となり、作業性が低下することがある。一方、透明フィ
ルム基材の厚みが３００μｍよりも厚い場合には、透明フィルム基材そのものの可視光透
過性が低下してしまうことがある。
【００８６】
　樹脂組成物は架橋アクリル系樹脂粒子を含有しているが、架橋アクリル系樹脂粒子は加
熱減量が１．５％以下であって、架橋アクリル系樹脂粒子中に含まれている残存モノマー
及び水分量が少ないことから、バインダー樹脂や溶媒などと馴染み性が良く、樹脂組成物
の塗工中に架橋アクリル系樹脂粒子が凝集するようなことはなく、架橋アクリル系樹脂粒
子は熱可塑性樹脂中に良好に分散する。従って、得られる塗工膜中においても、架橋アク
リル系樹脂粒子は凝集することなくバインダー樹脂中に良好に分散した状態で存在してい
る。
【００８７】
　更に、架橋アクリル系樹脂粒子中に含まれている残存モノマー及び水分量が少ないこと
から、塗工膜の乾燥中に、架橋アクリル系樹脂粒子から放出される残存モノマー及び水分
の総量は極めて少量である。従って、得られる塗膜には、架橋アクリル系樹脂粒子から放
出された残存モノマー及び水分に起因した気泡は殆ど存在しておらず、得られる塗膜は優
れた耐傷付き性を有している。
【００８８】
　又、架橋アクリル系樹脂粒子中に含まれている大径粒子の含有量が１．０体積％以下で
あることから、得られた塗膜の表面に大径粒子が突出した状態となることは殆どないと共
に、塗膜表面から大径粒子が脱落することも殆どないため、得られる塗膜は優れた外観を
有している。
【発明の効果】
【００８９】
　本発明のアクリル系樹脂粒子は、上述の如き構成を有していることから、樹脂組成物中
に含有させて塗膜形成のために用いられた場合、得られる塗膜は優れた外観及び耐傷付き
性を有している。
【発明を実施するための形態】
【００９０】
　以下に実施例を挙げて本発明を更に詳細に説明するが、本実施例に何ら限定されるもの
でない。
【００９１】
（実施例１）
　脱イオン水１００重量部に無機系分散安定剤としての第三リン酸カルシウム５重量部と
、アニオン性界面活性剤としてラウリル硫酸ナトリウム０．００５重量部とを加えて水相
とした。
【００９２】
　一方、メチルメタクリレート３５重量部及びエチレングリコールジメタクリレート１５
重量部を含む原料モノマーに、重合開始剤として過酸化ベンゾイル０．２重量部及び２，
２’－アゾビスイソブチロニトリル０．２重量部を溶解させて油相とした。エチレングリ
コールジメタクリレートは、脱水エステル化法によって製造し、更に、蒸留によって精製
した。エチレングリコールジメタクリレートの純度は９８．１重量％であった。
【００９３】
　分散機（プライミクス社製、商品名「Ｔ．Ｋ．ホモミクサーＭＯＤＥＬ　Ｓ」）を用い
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て回転数２５００ｒｐｍで水相と油相とを攪拌、混合し、水相中に油相の液滴を分散させ
て分散液を得た。攪拌機及び温度計を備えた重合器に分散液を供給して分散液を攪拌しな
がら分散液を５５℃（第一温度領域）に加熱して原料モノマーを３時間に亘って懸濁重合
した。続いて、分散液を１００℃（第二温度領域）に加熱して原料モノマーを２時間に亘
って懸濁重合して架橋アクリル系樹脂粒子を含む懸濁液を得た（重合工程）。なお、懸濁
重合中は、重合雰囲気を窒素雰囲気とした。
【００９４】
　得られた懸濁液を２０℃まで冷却した後、懸濁液に塩酸を加えて第三リン酸カルシウム
を分解した後、遠心分離機（タナベウィルテック社製）を用いて架橋アクリル系樹脂粒子
を分離し、得られた架橋アクリル系樹脂粒子をイオン交換水を用いて洗浄した。
【００９５】
　次に、得られた架橋アクリル系樹脂粒子を６０℃、真空度０．０５ＭＰａの条件にて１
５時間に亘って乾燥した（乾燥工程）。得られた架橋アクリル系樹脂粒子の体積平均粒径
は８．２１μｍであった。
【００９６】
　目開き３２μｍのスクリーンを設置した風力分級機（東洋ハイテック社製　商品名「ハ
イボルターＮＲ３００」）を用意した。風力分級機を用いて架橋アクリル系樹脂粒子を相
対湿度が２０％の空気の雰囲気下にて分級した。架橋アクリル系樹脂粒子を相対湿度が２
０％の空気の流れにのせて、架橋アクリル系樹脂粒子をスクリーンに衝突させ、スクリー
ンの網目を通過しない粒子を除去することによって粒径の大きな粒子を除去して架橋アク
リル系樹脂粒子を得た。
【００９７】
（実施例２）
　メチルメタクリレート４７．５重量部及びエチレングリコールジメタクリレート２．５
重量部を含む原料モノマーを用いたこと以外は実施例１と同様にして架橋アクリル系樹脂
粒子を得た。なお、エチレングリコールジメタクリレートは、脱水エステル化法によって
製造し、更に、蒸留によって精製した。エチレングリコールジメタクリレートの純度は９
８．１重量％であった。
【００９８】
（実施例３）
　脱イオン水１００重量部に、無機系分散安定剤としてピロリン酸カルシウム５重量部と
、アニオン性界面活性剤としてラウリル硫酸ナトリウム０．００５重量部とを加えて水相
とした。
【００９９】
　一方、メチルメタクリレート２０重量部及びエチレングリコールジメタクリレート２０
重量部を含む原料モノマーに、有機溶剤としてメチルエチルケトン４０重量部と、重合開
始剤として２，２’－アゾビスイソブチロニトリル０．１重量部を溶解させて油相とした
。なお、エチレングリコールジメタクリレートは、脱水エステル化法によって製造し、更
に、蒸留によって精製した。エチレングリコールジメタクリレートの純度は９８．１重量
％であった。
【０１００】
　分散機（プライミクス社製、商品名「Ｔ．Ｋ．ホモミクサーＭＯＤＥＬ　Ｓ」）を用い
て回転数３０００ｒｐｍで水相と油相とを攪拌、混合し、水相中に油相の液滴を分散させ
て分散液を得た。攪拌機及び温度計を備えた重合器に分散液を供給して分散液を攪拌しな
がら分散液を５０℃（第一温度領域）に加熱して原料モノマーを５時間に亘って懸濁重合
した。続いて、分散液を７０℃（第二温度領域）に加熱して原料モノマーを２時間に亘っ
て懸濁重合して架橋アクリル系樹脂粒子を含む懸濁液を得た（重合工程）。なお、懸濁重
合中は、重合雰囲気を窒素雰囲気とした。架橋アクリル系樹脂粒子を含む懸濁液を８５℃
、真空度０．０６３ＭＰａの条件下で蒸留してメチルエチルケトンを懸濁液から除去した
。
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【０１０１】
　得られた懸濁液を２０℃まで冷却した後、懸濁液に塩酸を加えてピロリン酸カルシウム
を分解した後、遠心分離機（タナベウィルテック社製）を用いて架橋アクリル系樹脂粒子
を分離し、得られた架橋アクリル系樹脂粒子をイオン交換水を用いて洗浄した。
【０１０２】
　次に、得られた架橋アクリル系樹脂粒子を９０℃、真空度０．０７ＭＰａの条件にて２
４時間に亘って乾燥した（乾燥工程）。得られた架橋アクリル系樹脂粒子の体積平均粒径
は１０μｍであった。架橋アクリル系樹脂粒子は比表面積が９１ｃｍ2／ｇの多孔質体で
あった。
【０１０３】
　目開き３２μｍのスクリーンを設置した風力分級機（東洋ハイテック社製　商品名「ハ
イボルターＮＲ３００」）を用意した。風力分級機を用いて架橋アクリル系樹脂粒子を相
対湿度が２０％の空気の雰囲気下にて分級した。架橋アクリル系樹脂粒子を相対湿度が２
０％の空気の流れにのせて、架橋アクリル系樹脂粒子をスクリーンに衝突させ、スクリー
ンの網目を通過しない粒子を除去することによって粒径の大きな粒子を除去して架橋アク
リル系樹脂粒子を得た。得られた架橋アクリル系樹脂粒子の加熱減量は０．６５％であっ
た。
【０１０４】
　合成樹脂フィルムの一面に金属フィルムが積層一体化されてなる積層フィルム（水蒸気
透過度：０．７ｇ／ｍ2・２４時間）から構成された袋（生産日本社製　商品名「ラミジ
ップＡＬ－１４」）を用意し、この袋に得られた架橋アクリル系樹脂粒子５０ｇを収納し
て密封して包装物品を作製した。包装物品を３０℃、相対湿度８０％に調整された恒温恒
湿器内（エスペック社製　商品名「ＴＢＥ」）に２４時間に亘って放置した。しかる後、
包装物品を開放して、袋内に収納していた架橋アクリル系樹脂粒子の加熱減量を測定した
ところ０．６６％であった。
【０１０５】
（実施例４）
　攪拌機、温度計及び還流コンデンサーを備えたセパラブルフラスコに、イオン交換水６
０重量部、メタクリル酸メチル１０重量部及び重合調整剤としてｎ－ドデシルメルカプタ
ン０．０５重量部を含む反応液を供給して反応液を攪拌しながらフラスコ内を窒素置換し
反応液を７０℃に昇温した。フラスコ内の反応液を７０℃に保ちつつ反応液に重合開始剤
として過硫酸カリウム０．０５重量部を供給した後、反応液を２０時間に亘って重合させ
てエマルジョン（Ａ）を得た。得られたエマルジョン（Ａ）は固形分を１４重量％含有し
ていた。固形分は、体積平均粒径０．４μｍの真球状粒子を含んでいた。
【０１０６】
　攪拌機、温度計及び還流コンデンサーを備えた別のセパラブルフラスコに水５５重量部
、上記エマルジョン（Ａ）７重量部、メタクリル酸メチル１０重量部及びｎ－ドデシルメ
ルカプタン０．０５重量部を含む反応液を供給して反応液を攪拌しながらフラスコ内を窒
素置換し反応液を７０℃に昇温した。フラスコ内の反応液を７０℃に保ちつつ反応液に重
合開始剤として過硫酸カリウム０．０５重量部を供給した後、反応液を１２時間に亘って
重合させてエマルジョン（Ｂ）を得た。得られたエマルジョン（Ｂ）は固形分を１４重量
％含有していた。固形分は、体積平均粒径１．０μｍの真球状粒子（種粒子）を含んでい
た。
【０１０７】
　攪拌機、温度計及び還流コンデンサーを備えた別のセパラブルフラスコに、原料モノマ
ーとしてメタクリル酸メチル４０重量部、エチレングリコールジメタクリレート３０重量
部及びスチレン３０重量部と、重合開始剤として２，２’－アゾビスイソブチロニトリル
６重量部とを供給して均一に混合して混合物を得た。なお、エチレングリコールジメタク
リレートは、脱水エステル化法によって製造し、更に、蒸留によって精製した。エチレン
グリコールジメタクリレートの純度は９８．１重量％であった。
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【０１０８】
　得られた混合物に、界面活性剤としてコハクスルホン酸ナトリウム１重量部が含まれた
イオン交換水１００重量部を供給して分散機（プライミクス社製、商品名「Ｔ．Ｋ．ホモ
ミクサーＭＯＤＥＬ　Ｓ」）を用いて回転数８０００ｒｐｍにて１０分間に亘って２０℃
にて混合して水性乳化液を得た。この水性乳化液にエマルジョン（Ｂ）８重量部を攪拌し
ながら加えて分散液を作製した。
【０１０９】
　分散液の攪拌を２０℃にて３時間に亘って継続した後、分散液を光学顕微鏡で観察した
ところ、分散液中の原料モノマーは種粒子に吸収されていた（膨潤倍率約２０倍）。次に
、上記分散液に分散安定剤水溶液２００重量部を供給した。分散安定剤水溶液は、イオン
交換水１９６重量部に分散安定剤としてポリビニルアルコール（クラレ社製　商品名「Ｐ
ＶＡ－２２４Ｅ」）４重量部を溶解して作製した。上記分散液を攪拌しながら原料モノマ
ーを６０℃（第一温度領域）で６時間に亘って重合した。続いて、上記分散液を１００℃
（第二温度領域）に加熱して原料モノマーを３時間に亘って重合して架橋アクリル系樹脂
粒子を含む懸濁液を得た（重合工程）。なお、重合中は、重合雰囲気を窒素雰囲気とした
。
【０１１０】
　得られた懸濁液を２０℃まで冷却した後、加圧濾過機を用いて架橋アクリル系樹脂粒子
を濾過、分離し、得られた架橋アクリル系樹脂粒子をイオン交換水を用いて洗浄した。
【０１１１】
　次に、得られた架橋アクリル系樹脂粒子を６０℃、真空度０．０５ＭＰａの条件にて１
５時間に亘って乾燥した（乾燥工程）。得られた架橋アクリル系樹脂粒子の体積平均粒径
は５．０１μｍであった。
【０１１２】
　風力分級機（日清エンジニアリング社製　商品名「ターボクラシファイアＴＣ－１５」
）を用いて相対湿度２５％の雰囲気下で架橋アクリル系樹脂粒子の分級を行った（分級工
程）。具体的には、架橋アクリル系樹脂粒子をローター回転数４５００ｒｐｍ、風量２．
０ｍ3／分の条件によって生じた旋回気流に架橋アクリル系樹脂粒子を乗せ、旋回気流に
よって粒子に与えられる遠心力と気流の旋回中心に向かう気流の流れとの相互作用によっ
て粒子径の大きな粒子と小さな粒子にふるい分けることによって大きな粒子を除去して架
橋アクリル系樹脂粒子を得た。
【０１１３】
（比較例１）
　原料モノマーの５５℃（第一温度領域）での重合時間を８時間にしたこと以外は実施例
２と同様にして架橋アクリル系樹脂粒子を得た。
【０１１４】
（比較例２）
　架橋アクリル系樹脂粒子の分級を相対湿度が８０％の空気の雰囲気下にて行ったこと以
外は実施例３と同様にして架橋アクリル系樹脂粒子を得た。
【０１１５】
（比較例３）
　分級工程を行わなかったこと以外は実施例１と同様にして架橋アクリル系樹脂粒子を得
た。
【０１１６】
（比較例４）
　原料モノマーの６０℃（第一温度領域）での重合時間を８時間にし、分級工程を行わな
かったこと以外は実施例４と同様にして架橋アクリル系樹脂粒子を得た。得られた架橋ア
クリル系樹脂粒子の体積平均粒径は５．０３μｍであった。
【０１１７】
　得られた架橋アクリル系樹脂粒子について、１２０℃で１．５時間加熱後の加熱減量、
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体積平均粒径及び体積平均粒径の２倍以上の粒径を有する粒子（大径粒子）の含有量を上
記の要領で測定し、その結果を表１に示した。得られた架橋アクリル系樹脂粒子を含有す
る樹脂組成物から得られた塗膜の表面性を下記の要領で測定し、その結果を表１に示した
。
【０１１８】
（塗膜の表面性）
　架橋アクリル系樹脂粒子０．４重量部、ポリエステル系樹脂（東洋紡績社製　商品名「
バイロン２００」）２．５重量部、トルエン５．０重量部及びメチルエチルケトン１．０
重量部を攪拌脱泡機（シンキー社製　商品名「泡取り練太郎」）に供給して３分間に亘っ
て混合後に１分間に亘って脱泡して樹脂組成物を作製した。
【０１１９】
　得られた樹脂組成物を黒色のＡＢＳ板上に厚みが１００μｍとなるように塗工し、塗工
膜を７０℃のオーブン中で３分間に亘って乾燥させて塗膜を作製した。得られた塗膜表面
を目視観察し、下記基準に基づいて判断した。
Ａ・・・ブツ及びムラが観察されなかった。
Ｂ・・・ブツ又はムラが僅かに観察された。
Ｃ・・・ブツ又はムラが多く観察された。
【０１２０】
（防眩フィルム用樹脂組成物の調製、及び、防眩フィルムの製造例）
〔製造例１〕
　紫外線硬化性樹脂としてペンタエリストールトリアクリレート及びペンタエリストール
テトラアクリレートの混合物（東亜合成株式会社製　商品名「アロニックス（登録商標）
Ｍ－３０５」）８０重量部と、有機溶剤としてトルエンとシクロペンタノンとの混合液（
トルエン：シクロペンタノン（体積比）＝７：３）１２０重量部と、実施例４で製造され
た架橋アクリル系樹脂粒子５重量部と、光重合開始剤として（２－メチル－１－（４－メ
チルチオフェニル）－２－モルフォリノプロパン－１－オン）（ＢＡＳＦジャパン社製　
商品名「イルガキュア（登録商標）９０７」）５重量部とを混合し、防眩フィルム用樹脂
組成物を調製した。
【０１２１】
　透明フィルム基材として、厚さ２００μｍで且つ透明なポリエチレンテレフタレート（
ＰＥＴ）フィルムを用意した。防眩フィルム用樹脂組成物をポリエチレンテレフタレート
フィルムの片面に、バーコーターを用いて塗布して塗工膜を形成した。次に、上記塗工膜
を８０℃で１分間加熱することにより上記塗工膜を乾燥させた。しかる後、高圧水銀ラン
プを用いて紫外線を積算光量３００ｍＪ／ｃｍ2で上記塗工膜に照射することによって、
塗工膜を硬化させて防眩性ハードコート層を形成した。ポリエチレンテレフタレートフィ
ルムの片面に、実施例４の架橋アクリル系樹脂粒子を含む防眩性ハードコート層が積層一
体化されている防眩フィルムを得た。
【０１２２】
〔比較製造例１〕
　実施例４の架橋アクリル系樹脂粒子の代わりに比較例４の架橋アクリル系樹脂粒子を用
いたこと以外は、製造例１と同様にして防眩フィルムを得た。
【０１２３】
　得られた防眩フィルムの防眩性、全光線透過率及びヘイズを下記の要領で測定し、その
結果を表２に示した。
【０１２４】
（防眩性〕
　防眩フィルムを蛍光灯の真下に配置して防眩フィルムの表面を目視観察し、下記基準に
基づいて評価した。なお、蛍光灯は、防眩フィルムの表面に対して垂直上方５０ｃｍの位
置に配設した。
【０１２５】
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Ａ・・・蛍光灯の輪郭線がぼやけて見えた。
Ｂ・・・蛍光灯の輪郭線が見え、輪郭線が少し気になった。
Ｃ・・・蛍光灯の輪郭線が明瞭に見えた
【０１２６】
（全光線透過率及びヘイズ）
　防眩フィルムの全光線透過率は、ＪＩＳＫ７３６１－１にしたがって測定し、防眩フィ
ルムのヘイズ（ヘーズ）は、ＪＩＳＫ７１３６にしたがって測定した。具体的には、防眩
フィルムの全光線透過率及びヘイズは、日本電色工業株式会社から市販されているヘイズ
メーター（ＮＤＨ２０００）を用いて測定した。　
【０１２７】
【表１】

【０１２８】
【表２】
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